
【軌道力学模範解答】 

 

天体の重力定数を𝜇，近心点距離を𝑟𝑝, 求める速さを𝑣とする 
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天体の重力定数を𝜇，物体の角運動量をℎとする 
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近心点での離心近点角は 0, 近心点距離𝑟𝑝の 1.25 倍の位置に来たときの離心近点角を𝐸，

要する飛行時間を𝑡，平均運動を𝑛とする 
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 ，sin 𝐸 = 1となり，ケプラーの方程式 𝐸 − 𝑒 sin 𝐸 = 𝑛𝑡 に代入 
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噴射前の質量を𝑚𝑖とすると噴射後質量は
𝑚𝑖
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楕円の長半径を𝑎，離心率を𝑒として 
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楕円軌道の近心点速さ 𝑣𝑝 = √𝜇 (
2

𝑟𝑝
−

1

2𝑟𝑝
) = √

𝜇

𝑟𝑝

3

2
 

近心点距離𝑟𝑝を半径とする円軌道での速さ 𝑣𝑐 = √𝜇 (
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𝑣𝑝 > 𝑣𝑐 なので近心点で減速する必要があり，減速量は ∆𝑣 = 𝑣𝑝 − 𝑣𝑐 = √
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